
く能面（のうめん）＞

その生きている
ような魔力

こお
もて

小
面
は
若
く
初
々
し
い

小

面

女

性

の
面

“能舞台 ’’
闘篇

について

は
ん
に
ゃ

恐
ろ
し
さ
と
と
も
に
悲
し
さ

般
若
を
表
す
女
性
の
鬼
の
面

『
葵
上
』
『
道
成
寺
』
で
使
う

4
"＂ 令

お
お
と
び
で

大
飛
出

眼
を
開
き
、
口
を
開
い
た
協
気
な

神
の
面
。

『
嵐
山
』
『
百
茂
』
『
国
栖
』

な
ど
で
使
わ
れ
る
。

※当日、全員に配布する資料です

（事前に必要の場合は、送付も可）

明治0番り高ぎ舵芙堂で鹿・狂言そ

大江能楽堂能楽体験鑑賞講座

蒔を超え

かがみま

鏡の間
はしがか

橋掛り

かがみいた

鏡板

あとざ はやしざ

後座（囃子座）

きりとくち

切戸口

っ公
ま
太
1ノ
ん

●
のさ
三

っ
松

●
俎
ノ
に
―
―

● lばしら

いちのまっシテ柱

ーノ松

けん しょきゃくせき

見所（客席）
しょうめんせき

ワキ正面席

しらす

白洲'I

ほんぷたい

本舞台

きさはし

階
けん しよきやくせき

見所（客席）

能舞台は客席に突き出た立体的な構造でできて
しょうめんせき

正面席

います。演者は三間四方（約 5m4 0 cm四方）の本舞台を中心に舞います。

客席と舞台の間には双方向の交流が成り立っています。

ふえばしら

笛1柱
じうたいざ

地謡座

京都市中京区押小路柳馬場東入橘町 TEL 075(231)7625 
地下鉄東西線「市役所前駅」下車 西へ徒歩4分
地下鉄烏丸線「烏丸御池駅」下車 東へ徒歩5分

1 9 0 8 

ぐお問い合わせ先》

次世一代へ能を伝える • ••

大江能楽堂
〒605-0981 京都市東山区本町20丁目42 8 

075(561)0622 FAX 075(532)2129 HP http://noh.fumi.org/ 

大江美智子

TEL 

大江能楽堂は、能楽観世流大江家 5世又三郎（後に竹雪）が、

年（明治 41年）に創建し、大正 8年現在の規模に改築したものです。

押小路通りに面して二階建ての武者窓のある楽屋、住居部分がありましたが、

先の大戦中の強制疎開にて取り壊されました。しかし、舞台・見所部分の取り

壊しは終戦の日にあたり、幸運にも昔の姿のままに残存することができました。

その後、改修を重ねながらも老朽化が激しく 、2001年（平成 13年）明

治の面影をそのままに残す形で基礎部分の大改修をいたしました。

1・2階席、浅敷席 (1部椅子席）の収容人数は約400席。自然光の

入る貴重な能楽堂です。

（鏡板の松）

円山応挙六代目の子孫にあたる国井應陽（ くにいおうよう）によって描

かれた松の絵は、能楽堂と演者、又ここに集う人々に、これからの精進

と発展を願って梢（こずえ）や根本が描かれていない珍しいものです。



ようこそ能の笹界へ

能は今から約 650年前（室町時代）観阿弥、世阿弥親子によって大成さ

れた日本独自の芸能です。

シェークスピアの 200年前に生まれた世阿弥は、衆人愛敬（しゅうじん

あいぎょう） 一多くの人々に楽しみ愛される一ことをモットーに時の将

軍・ 足利義満の惜しみない庇護の下、父・観阿弥の能をより高度な芸術性

の高いものへと完成させていったのです。

〇 能の大きな特徴は、仮面 一面（おもて）ー を付けることです。能面は無表清のよ

うに見えますが、角度や演者の動きによって、実際には喜怒哀楽を表現します。そし

て能面を付けることによって、人とは別の次元の者に変身することもできるのです。

〇 能の衣装ー装束（しょうぞく）ーには多くの種類がありますが、日本人が古くから

伝えてきた技術によってできる芸術品です。現代の私たちが見ても少しも古臭くなく、

洗練された美しさを持っています。

〇 能の音楽には、笛・ 小鼓• 大鼓• 太鼓の四つの楽器が使われます。これらの楽器、人

が謡う 謡（うたい）によって音楽劇として構成されます。

〇 狂言は、能と同じ舞台で演じられる喜劇（コメディ）です。また能の作品中では説明

役になったり、物語の流れを助けたりと大きな役目も果たします。

〇 能のストーリーは大体において単純なものが多いのですが、その展開の中で人間の本

質を深く味わうことができるようになっています。ストーリーを追うよりも、あなた

の感性で感じでください。

〇 能舞台は、見物席（見所―けんしょ）に突き出ていて、お客様は前、横から鑑賞できま

す。能舞台の背景は老松が描かれた板でいつも変わりません。客席と舞台を仕切る幕

はありません。そして舞台と鏡の間（面をかける神聖な場所）をつなぐ橋掛かりがあ

ります。橋掛かりは舞台への通路でありながら、現実と異次元の世界とを結ぶ架け橋

でもあります。能は、舞台と客席が同じ次元の空間において相互交流の上に成立して

いる芸能です。（最終ページ記載の舞台図参照）

〇 能の作品は大きく 5つのジャンルに分けられます。
-. L, 

神様を主人公としたもの。

男 主として源氏、 平家の武将を主人公としたもの。

女 古典物語に登場するヒロイ ンや草木の精など美しい女性を

主人公としたもの。

狂 子供を亡くしたり、探したりして狂乱状態になっている

女性が主人公であったり、敵討ちなどドラマチックなもの。

鬼 鬼、 天狗、妖怪など人間以外を主人公としたもの

ー

能 “敦盛 ’’ “荊衣 ’’ について
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は
ご
ろ
も

羽
衣

日
本
に
伝
わ
る
羽
衣
伝
説
を

主
題
に
し
た
作
品
。
物
語
の

舞
台
は
世
界
遺
産
と
な
っ
た

三
保
の
松
原
と
冨
士
山
。
天

人
が
松
に
か
け
て
お
い
た
美

し
い
衣
を
漁
師
が
見
つ
け
持

っ
て
帰
ろ
う
と
し
ま
す
。
羽

衣
が
な
け
れ
ば
天
上
界
に
帰

る
こ
と
の
出
来
な
い
天
人
は

漁
師
に
天
人
の
舞
を
見
せ
る

事
を
約
束
し
て
衣
を
返
し
て

も
ら
い
ま
す
。

今
回
は
天
人
が
羽
衣
を
返
し

て
も
ら
い
吾
び
の
舞
を
ま
い

な
が
ら
昇
天
し
て
い
く
様
子

を
演
じ
て
お
見
せ
い
た
し
ま

す
。
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“府子 JJ
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我
が
子
と
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十
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い
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砂
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年
の
首
を
討
っ
た
熊
谷
直
実
。

g
 

そ
の
懐
に
は
、
錦
の
袋
に
入

．．

っ
た
青
葉
の
笛
が
あ
っ
た
。

戦
い
を
前
に
し
な
が
ら
、
管

絃
の
風
雅
を
楽
し
ん
だ
の
は

こ
の
人
た
ち
で
あ
っ
た
か
と
、

熊
谷
は
涙
を
流
す
。
花
の
命

を
散
ら
し
た
悲
痛
さ
と
共
に
、

荒
武
者
が
そ
れ
に
無
常
を
感

じ
て
出
家
し
た
心
の
や
さ
し

さ
に
、
中
世
の
人
た
ち
は
よ

り
感
動
し
た
の
で
は
な
か
っ

た
ろ
う
か
。
蓮
生
法
師
と
な

っ
た
彼
は
悲
劇
の
場
所
一

ノ

谷
に
や
っ
て
く
る
。
敦
盛
の

亡
霊
と
の
再
会
。
世
阿
弥
の

書
い
た
可
憐
な
修
羅
能
。

能面 ’’

く能のお囃子（楽器）＞
應

梵

祖

「海
ぎ

「
小
鼓
」

「大
鼓
」
「
太
鼓
」
の
四
種
類

四
拍
子
と

よ

る

あ
つ
も
り

敦
盛

について

トリカブト殺人享件が世を騒がせたことがあった。ブスと

はトリカブトからとった毒素の名前。当時、責里品だった

黒砂糖を「吹く風に当たってさえ即死」する毒だと瞬した

ばかりに、散々な損害となったケチンボ主人の物語。好奇

心丸出し、したたかな召使たち。

室町期の庶民たちの生き生きとした様子を伝えてくれます。

霞初のところでブスを怖々と食べてみるところも面白い。

使用人にしてやられた主人の悔しさ。さてさてこのあとど

うなったのやら ・・・・ 。

について

~(笛~=:)!慮;::.
し,.:;_~~ ~- ~-~~ 竺:... ー_!_'ーロ］ 虹の竜笛を祖と

する。

（大鼓）馬皮を張った表革と

裏皮とで胴をはさみ、麻の

繭藷で締める。

りやさ

（太鼓）革は牛皮、 胴には欅などを用
しらべお

いる。表革と辺革を麻の調緒で締める。

（小鼓）馬皮を張った

表革と区皮とで胴を

はさみ、麻の孤藷で

締める。

霞


